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○ 聞き手（五十音順・所属は 2018 年度） 
大山智也 筑波大学大学院システム情報工学研究科 
讃井知 筑波大学大学院システム情報工学研究科 













・ 2018年 4月 4日 於 都筑区民センター【聞き手：大山、讃井、辻本、仲村】 
・ 2018年 11月 9日 於 川手昭二先生ご自宅 【大山、讃井、辻本、仲村】 
・ 2019年 1月 18日 於 同上 【大山、讃井、仲村】 





















1927 年 東京生まれ 
1951 年 日本大学工学部建築学科卒業 
1956 年 東京大学工学部大学院修了．日本住宅公団（現・独立行政法人都市再生機構）に
入社，同公団首都圏宅地開発本部港北開発事務所長などを歴任 
1966 年 工学博士（東京大学）を取得 
1978 年 筑波大学社会工学系教授として着任．社会工学類長（83-85 年），社会工学系長
（86-88 年）などを歴任 
1991 年 芝浦工業大学システム工学部環境システム学科教授として着任 
1998 年 筑波大学名誉教授 









・建物不燃化の諸要因に関する研究 (其の 1～4), 日本建築學會研究報告, 1954 
・宅地調査について, 日本建築学会研究報告, 1955 
・区画整理手法による宅地開発の問題 (都市計画・経済), 日本建築学会論文報告集, 1957 
・地域工業化の研究, 東京大学数物系大学院博士論文, 1966 
・新住宅市街地開発事業とその問題, 都市問題, 1970 
・戦後日本のニュータウン政策における港北ニュータウンの位置づけ, 都市問題研究, 1980 
・市街地基盤整備において、土地区画整理事業が果す役割り, 新都市, 1984 
・都市開発のフロンティア: 土地利用転換のヒントとその手法, 鹿島出版会, 1990 
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・住民協働の姿勢を貫いた港北ニュータウン事業の過去と現在, 都市住宅学, 2005 
・行政と住民の「協働による港北ニュータウン事業」を引き継いだ、都筑区の協働によるま
























































































































































































































































い」と言うので、アートの方がつくってしまい、結局 3つか 4つまで作りました。 
 

































































































































































































































































川手 うん。やっていました。演習科目の始めに、僕が教えたのは KJ 法。みんなで勝手に
歩いてきて、ここはどういう場所かというのを勝手に書かせながら、地図にずっと埋め込ん



















































































































































































































                                                   
1 2012 年に博士（工学）取得（https://ci.nii.ac.jp/naid/500000565429/） 
































川手 そう。最近、遺伝に関する新聞記事を読みました。遺伝子の DNA は、2 つの鎖で構
成されているのだそうです。子孫はそのうちのどちらかを受けついでいくんです。1 本は親
































































































































































川手 高校を卒業して 2～3 年が、必死で考えさせる適齢期かもしれません。人生を深刻に
考えさせる実習のテーマを見つけたいですね。例えば、養豚業を営む農家の排水が、霞ヶ浦
の漁業に与える影響を調査し、養豚業と漁業が両立できる方法を考案せよ！とか。 
 
以上 
 
